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VR発達障害体験会（実施例） 

 

■ 目的： 

 体験を通して発達障害を取り巻く課題を当事者視点で考えることができるようになる。 

 発達障害を取り巻く課題に関して、参加者自身がどのように行動するべきかを言語化でけいるよう

になる。 

 

■所要時間：90分 

指導項目 時間 展開 意図 

導入 

 

15分 

 

① 全体の流れの説明 

② チェックイン 

本日の参加理由など 

③ 基礎知識の説明と体験への導入 

 

体験① 

 

20分 ① 体験「感覚過敏 聴覚編」（2分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。自分だった

らどうしてほしいか。 

③ 数名発表 

④ 解説・補足 

⑤ 当事者インタビューの視聴 

五感の感覚過敏当事者の吉野公篤さ

んのインタビュー、聴覚編（3分） 

2つの感覚過敏の体験を通じて、「コ

ミュニケーション障害がある人」と

「普通の人」がいるのではなく、「少

数派の特徴を持つ人」と「多数派の

特徴を持つ人」の間で“コミュニケ

ーション障害”という現象が起きて

いるというとらえ方を実感する。 

合理的配慮には本人との対話が必

要であることを理解する。 

体験② 20分 ① 体験「感覚過敏 視覚編」（3分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。 

③ 数名発表 

④ 解説・補足 

⑤ 当事者インタビューの視聴 

五感の感覚過敏当事者の吉野公篤さ

んのインタビュー、視覚編（3分） 

体験③ 30分 ① 体験「ADHD不注意優勢型」（6分） 

② グループディスカッション 

本人の視点で感じたこと。自分だった

らどうしてほしいか。 

③ 数名発表 

④ 解説・補足 

⑤ 当事者インタビューの視聴 

ADHD 不注意優勢型当事者の yu-ka

さんのインタビュー（8分） 

発達障害はグラデーションである

ことを理解し、自分も「多様性」の

中の一人だということを体感する。 

まとめ 5分 ① まとめ  

※ 進行状況により、タイムスケジュールは多少前後します。 
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